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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

理
事
長
の
海
老
名
市
長
内
野
で
ご

ざ
い
ま
す
。

　

令
和
7
年
の
新
春
を
迎
え
、
一
言

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
、
日
頃
か
ら
本
会
の

事
業
運
営
に
対
し
ま
し
て
、
ご
支
援

と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
と
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
12
月
2
日
以
降
、
新

た
な
健
康
保
険
証
の
発
行
は
廃
止
さ

れ
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
基
本
と
す
る

仕
組
み
に
移
行
し
ま
し
た
が
、
現
行

の
健
康
保
険
証
が
最
大
1
年
間
は
使

用
可
能
で
あ
る
ほ
か
、
マ
イ
ナ
保
険

証
を
保
有
し
な
い
方
に
は
、
申
請
に

よ
ら
ず
、
資
格
確
認
証
が
発
行
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

本
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
国
保

制
度
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必

要
な
事
業
を
行
う
と
い
う
本
会
の
設

立
目
的
を
踏
ま
え
、
今
後
も
国
や
保

険
者
が
進
め
る
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利

用
促
進
と
円
滑
な
利
用
に
向
け
た
取

組
に
つ
い
て
、
保
険
者
と
連
携
し
、

資
格
確
認
証
発
行
に
伴
う
印
刷
業
務

の
代
行
な
ど
必
要
な
支
援
に
努
め
て

ま
い
る
所
存
で
す
。

　

な
お
、
本
会
で
は
毎
年
度
の
事
業

実
施
計
画
の
他
に
、
3
年
間
の
中
期

経
営
計
画
を
策
定
し
計
画
的
な
事
業

の
推
進
を
図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、
現
行
の
第
四
次
中
期
経
営
計
画

が
今
年
度
で
期
間
満
了
と
な
る
こ
と

か
ら
、
令
和
7
年
度
か
ら
令
和
9
年

度
ま
で
の
第
五
次
中
期
経
営
計
画
の

策
定
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。
第
五
次
計
画
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
取
組
結
果
や
連
合
会
を
取
り
巻
く

環
境
の
変
化
な
ど
を
踏
ま
え
た
上
で
、

新
た
に
具
体
的
な
取
組
目
標
を
示
し
、

保
険
者
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の

皆
様
と
共
通
認
識
の
も
と
で
事
業
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

具
体
的
に
診
療
報
酬
等
の
審
査
支

払
業
務
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
、

支
払
基
金
、
国
保
中
央
会
が
策
定
・

公
表
し
た
「
審
査
支
払
機
能
に
関
す

る
改
革
工
程
表
」
に
基
づ
く
取
組
と

し
て
、
支
払
基
金
と
医
科
・
調
剤
レ

セ
プ
ト
突
合
点
検
の
条
件
を
合
わ
せ

る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
チ
ェ
ッ

ク
対
象
と
し
て
い
な
か
っ
た
レ
セ
プ

ト
が
突
合
点
検
の
対
象
に
な
る
こ
と

に
伴
い
、
大
幅
な
処
理
件
数
の
増
加

が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
本
会
審
査
委

員
会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
効
率
的

な
事
務
処
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
業
務
シ
ス
テ
ム
関
連
に
つ

い
て
は
、
国
保
中
央
会
が
開
発
し
た

全
国
標
準
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
「
介
護

保
険
・
障
害
者
総
合
支
援
関
連
シ
ス

テ
ム
」
等
の
複
数
の
シ
ス
テ
ム
が
、

ク
ラ
ウ
ド
へ
の
移
行
を
伴
う
シ
ス
テ

ム
更
改
を
控
え
て
お
り
ま
す
。
シ
ス

テ
ム
更
改
作
業
に
お
い
て
は
、
遅
滞

な
く
デ
ー
タ
移
行
・
切
替
作
業
を
行

う
ほ
か
、
更
改
後
の
安
定
稼
働
に
向

け
た
準
備
を
的
確
に
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

加
え
て
、
国
が
推
奨
す
る
医
療
Ｄ

Ｘ
の
実
現
に
向
け
た
「
医
療
Ｄ
Ｘ
の

推
進
に
関
す
る
工
程
表
」
に
基
づ
く

対
応
と
し
て
、
令
和
8
年
4
月
か
ら

予
防
接
種
事
務
全
体
が
デ
ジ
タ
ル
化

さ
れ
る
と
と
も
に
、予
防
接
種
記
録
・

予
診
情
報
管
理
／
請
求
支
払
シ
ス
テ

ム
の
稼
働
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す

の
で
、
準
備
期
間
に
あ
た
る
本
年
に

お
い
て
は
、
県
・
市
町
村
を
含
め
た

関
係
機
関
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
、

委
託
契
約
の
締
結
や
シ
ス
テ
ム
導
入

か
ら
運
用
ま
で
円
滑
に
行
え
る
体
制

の
整
備
等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
よ
う

に
新
し
い
年
に
お
い
て
も
多
く
の
重

要
な
課
題
に
直
面
し
て
お
り
ま
す
が
、

保
険
者
の
皆
様
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
本
会
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て

ま
い
り
ま
す
。
保
険
者
の
皆
様
方
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
本
会

の
事
業
運
営
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
理

解
、
ご
協
力
を
頂
き
ま
す
よ
う
重
ね

て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ 神奈川県国民健康保険団体連合会

理事長　内野　優
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

令
和
7
年
の
新
春
を
迎
え
、
一
言

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
日
頃
か
ら
国
保
中
央

会
の
運
営
に
対
し
ま
し
て
、
ご
支
援

と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
と
に
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
団
塊
の
世
代
が
す
べ
て
後

期
高
齢
者
と
な
る
一
方
で
、
少
子
化

は
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
生
産
年
齢

人
口
の
減
少
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
人
口
構
造
の
変
化
の
影
響
等

に
よ
り
、
市
町
村
国
保
の
被
保
険
者

数
も
激
減
す
る
な
ど
、
我
が
国
の
社

会
保
障
制
度
や
そ
の
根
幹
を
成
す
国

民
健
康
保
険
事
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
国
に
お
い
て
は
、
持

続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
構
築
を

目
指
し
た
、
全
世
代
型
社
会
保
障
改

革
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
給
付
と
負

担
の
見
直
し
や
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

進
展
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
提
供
体

制
の
改
革
等
の
取
組
が
行
わ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
本
会
に

お
い
て
は
本
年
、
以
下
の
四
つ
の
重

要
課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

第
一
に
、「
審
査
支
払
機
能
に
関

す
る
改
革
工
程
表
」
に
基
づ
き
、
審

査
支
払
業
務
改
革
、
と
り
わ
け
二
年

目
を
迎
え
る
保
守
運
用
費
の
削
減
の

た
め
の
国
保
総
合
シ
ス
テ
ム
の
最
適

化
を
着
実
に
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
二
に
、
本
年
か
ら
来
年
に
か
け

て
更
改
を
予
定
し
て
い
る
介
護
保
険

審
査
支
払
等
シ
ス
テ
ム
、
後
期
高
齢

者
医
療
請
求
支
払
シ
ス
テ
ム
、
特
定

健
診
等
デ
ー
タ
管
理
シ
ス
テ
ム
等
の

ク
ラ
ウ
ド
化
に
つ
い
て
、
各
シ
ス
テ

ム
の
品
質
を
確
実
に
確
保
し
た
上
で
、

円
滑
な
シ
ス
テ
ム
切
替
に
向
け
て
適

切
な
対
応
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
三
に
、
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認

等
シ
ス
テ
ム
の
運
用
や
こ
れ
を
活
用

し
た
様
々
な
医
療
・
介
護
Ｄ
Ｘ
の
推

進
に
関
連
す
る
業
務
に
取
り
組
み
、

保
険
者
の
皆
様
の
更
な
る
業
務
の
効

率
化
や
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
に
寄

与
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

特
に
「
全
国
医
療
情
報
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
」
の
構
築
の
取
組
の
中
で

「
介
護
情
報
基
盤
の
構
築
」
や
「
予

防
接
種
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
」
等
に

つ
い
て
、
本
会
が
中
心
と
な
っ
て
積

極
的
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
12
月
2
日
よ
り
、
従

来
の
保
険
証
は
新
た
に
発
行
さ
れ
な

く
な
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

活
用
し
た
マ
イ
ナ
保
険
証
を
基
本
と

す
る
仕
組
み
に
移
行
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
そ
の
円
滑
な
実
施
に
協
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

第
四
に
、
国
保
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
シ

ス
テ
ム
の
改
善
・
運
用
や
国
保
・
後

期
高
齢
者
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
ト
事
業
の

実
施
等
、
国
保
を
は
じ
め
関
係
者
の

皆
様
が
よ
り
効
果
的
に
事
業
を
実
施

し
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
げ
ら

れ
る
よ
う
、
国
や
関
係
機
関
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
環
境
の
整
備
に

尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
新
し
い
年
に
お
い
て

も
多
く
の
重
要
な
課
題
に
直
面
し
て

お
り
ま
す
が
、
令
和
7
年
の
干
支
で

あ
る
柔
軟
性
と
適
応
力
を
象
徴
し
、

再
生
と
変
化
を
意
味
す
る
「
乙
巳
（
き

の
と
み
）」
に
あ
や
か
り
、
努
力
を

重
ね
続
け
な
が
ら
課
題
に
取
り
組
み
、

成
長
と
変
革
の
年
と
な
る
よ
う
努
め

て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

全
国
の
国
保
連
合
会
や
全
国
知
事

会
、
全
国
市
長
会
、
全
国
町
村
会
を

は
じ
め
と
す
る
地
方
団
体
、
国
保
組

合
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
等

の
関
係
団
体
と
も
十
分
に
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
保
険
者
等
の
皆
様
の
業

務
支
援
に
総
力
を
あ
げ
て
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
理

解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
が
明
る
く
希

望
に
満
ち
た
素
晴
ら
し
い
一
年
と
な

る
こ
と
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

令
和
7
年　

元
旦

年
頭
の
ご
挨
拶

国民健康保険中央会
会長　大西　秀人
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01　新年のごあいさつ
　　　神奈川県国民健康保険団体連合会
　　　　理事長　内野　優

02　新年のごあいさつ
　　　国民健康保険中央会
　　　　会　長　大西　秀人

05　保険者紹介コーナー
　　　葉山町
　　　「�美しい海とみどりに　笑顔あふれる　

こころ温かな　ふるさと　葉山」

09　健康わがまち
　　　茅ヶ崎市
　　　「�共に見守り支え合い、
　　　 誰もが健康に暮らすまちを目指して」

11　日本大通り発
　　　�神奈川県健康医療局保健医療部
　　　医療保険課国保指導グループ
　　　「�令和5年度における国保事業会計収支

状況について」

14　こころとからだ
　　　～健康のはなし～
　　　「�『うつ』に気づいたときの対処法は?」
　　　　西　大輔

15　こくほ随想
　　　「英知を集める」
　　　　江利川　毅
　　　
17　国保直診だより

18　国保連発信

23　国保連日記帳

27　今後の予定／伝言板／編集後記

■表紙の説明　　　「上山口の棚田」

「にほんの里100選」に選ばれた棚田です。一時は存続の危機もあり
ましたが、地元の農家とボランティアが協働で維持しています。収穫
した米は、アイスや日本酒になります。

写真提供：葉山町

2025
冬号
vol.416
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葉山町　概　要 （令和6年10月1日現在）

人　口：31,931人
世帯数：14,588世帯
面　積：17.04㎢
町の花：つつじ
町の鳥：うぐいす
町の木：くろまつ

葉山町

葉山町
美しい海とみどりに　笑顔あふれる
こころ温かな　ふるさと　葉山

葉山マーケット日曜朝市
　葉山港（湘南漁業協同組合葉山支所前）で、毎週日曜日8時30分～10時30分、JA・漁協・商工会が共
催する朝市です。
　葉山産の野菜、魚介類、お惣菜やスイーツなど、葉山の特産品がそろっていて、町内外から多くの人
が訪れます。朝市限定のスイーツは、朝市開始すぐに売り切れになることも。
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●　
国　
保　
●

■
国
保
の
概
要
と
実
施
体
制

　

当
町
の
国
保
加
入
者
数
は
減
少
傾
向
に

あ
り
、
令
和
6
年
3
月
末
現
在
で
6
7

2
5
人
（
加
入
率
20
・
6
％
）、
加
入
世

帯
数
は
4
3
0
1
世
帯
（
29
・
5
％
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
保
の
特
徴
と
し
て
は
、
高
額
所
得
被

保
険
者
が
占
め
る
割
合
が
高
く
、
医
療
費

水
準
が
低
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

町
民
健
康
課
で
は
、
国
民
健
康
保
険
の

ほ
か
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
、
国
民
年

金
、
健
康
増
進
事
業
、
戸
籍
、
住
民
登
録
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
事
務
、
住
民

相
談
事
業
等
を
所
管
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
国
保
事
務
に
つ
い
て
は
職
員

6
名
と
会
計
年
度
任
用
職
員
2
名
、
特
定

健
診
や
特
定
保
健
指
導
に
つ
い
て
は
保
健

師
や
管
理
栄
養
士
が
兼
務
で
当
た
っ
て
い

ま
す
。

■
保
険
財
政
の
状
況

　

令
和
6
年
度
の
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
は
35
億
7
0
9
3
万
円
で
、
前
年
度

か
ら
約
1
・
9
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

要
因
と
し
て
は
、
被
保
険
者
の
減
少
が
1

人
当
た
り
医
療
費
や
事
業
費
の
伸
び
を
超

え
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
3
か
年
料
率
を
据

え
置
い
た
こ
と
か
ら
、
近
年
は
基
金
取
崩

し
を
見
込
ん
だ
予
算
編
成
と
な
っ
て
お
り
、

財
政
状
況
は
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
層
の
収
納
率
向
上
に
向
け
た
取
組
み

強
化
、
基
金
の
造
成
を
図
り
、
安
定
的
な

財
政
運
営
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

■
特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
の
状
況

　

当
町
は
特
定
健
診
受
診
率
、
特
定
保
健

指
導
終
了
率
の
向
上
に
力
を
入
れ
て
い
ま

す
。

　

特
定
健
診
受
診
率
に
つ
い
て
、
令
和
2

年
度
に
お
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
22
・
1
％
と
前

年
度
か
ら
6
・
3
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
ま
し

た
が
、
そ
の
後
増
加
傾
向
に
あ
り
、
令
和

5
年
度
の
法
定
報
告
で
は
31
・
9
％
と
な

り
ま
し
た
。
受
診
率
向
上
に
向
け
た
取
組

み
と
し
て
は
、
特
定
健
診
未
受
診
者
に
電

話
勧
奨
や
、
ハ
ガ
キ
に
よ
る
通
知
勧
奨
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
令
和
6
年
度
に
お
い

て
は
、
神
奈
川
県
が
推
進
す
る
「
生
活
習

慣
病
等
に
か
か
る
未
病
の
見
え
る
化
か
ら

改
善
等
の
取
組
」
に
お
い
て
、
Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｐ

Ａ
Ｎ
株
式
会
社
と
の
特
定
健
診
受
診
率
向

上
実
証
実
験
を
実
施
中
で
す
。
こ
の
事
業

で
は
、
令
和
6
年
7
月
、
10
月
に
若
年
層

（
40
〜
50
代
）
の
未
受
診
者
へ
の
受
診
勧

奨
ハ
ガ
キ
の
送
付
を
し
て
お
り
、
新
規
導

入
し
た
健
診
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
申
請
に
つ
い
て
も

周
知
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
健
診
の
実
施
体
制
の
工
夫
と
し

て
、
既
存
の
集
団
健
診
会
場
で
あ
る
保
健

セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
に
、
令
和
5
年
度
か
ら

新
た
な
健
診
会
場
で
健
診
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
過
去
に
閉
院
し
た
医
療
機

関
の
場
を
活
用
し
、
同
じ
法
人
に
よ
る
出

張
型
個
別
健
診
を
実
施
し
て
も
ら
い
、
受

診
率
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

特
定
保
健
指
導
終
了
者
率
に
つ
い
て
は
、

令
和
5
年
度
の
法
定
報
告
に
お
い
て
、
20
・

4
％
と
神
奈
川
県
内
市
町
村
国
保
の
終
了

者
率
平
均
12
・
0
％
を
上
回
る
数
値
と
な
っ

て
い
ま
す
。
終
了
率
向
上
に
向
け
た
取
組

み
と
し
て
は
、
令
和
6
年
度
か
ら
、
神
奈

■町の概要

　葉山町は、令和7年1月に町制100周年を迎えました。美しい海とみどり深い山々など豊
かな自然に恵まれ、古くから避暑避寒の地として知られ、多くの名士の別荘や居宅が設け
られました。現在でも、御用邸の存在や美しい景観によって「静かで品のある落ち着いた
まち」というイメージが定着しているまちです。

ヨット 森戸海岸を散歩しながら望む富士山
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川
県
が
主
催
す
る
特
定
保
健
指
導
等
オ
ン

ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
実
証
事
業
に
参
加
し
、

遠
隔
に
よ
る
特
定
保
健
指
導
の
導
入
に
向

け
、
I
C
T
等
の
活
用
を
通
し
た
利
用

し
や
す
い
環
境
作
り
に
努
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

■
今
後
の
課
題
　
収
納
率
向
上
に
向
け
て

　

令
和
5
年
度
の
収
納
率
は
、
現
年
度
分

93
・
6
％
（
前
年
度
0
・
5
％
減
）、
滞

納
繰
越
分
は
30
・
4
％
（
前
年
度
2
・
8

％
増
）
で
し
た
。

　

口
座
振
替
を
し
て
い
た
被
保
険
者
が
、

75
歳
到
達
で
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
、

社
保
適
用
拡
大
で
社
会
保
険
へ
移
行
し
て

い
く
中
、
口
座
振
替
率
が
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
が
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納
、
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
決
済
は
導
入
し
て
お
り
、
令
和
8

年
9
月
か
ら
の
ｅ
Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
納
付
書
へ
の

対
応
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
7
年
度
か
ら
は
、
国
保
保

険
料
、
後
期
保
険
料
、
介
護
保
険
料
及
び

町
税
に
係
る
債
権
を
税
務
課
に
一
元
化
す

る
と
と
も
に
、
生
活
支
援
型
滞
納
相
談
を

開
始
す
る
予
定
で
現
在
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

●　
介　
護　
●

■
介
護
保
険
の
状
況

　

当
町
の
介
護
保
険
第
1
号
被
保
険
者
数

は
、
令
和
6
年
10
月
1
日
時
点
で
1
万
90

人
と
な
り
、
高
齢
化
率
は
、
31
・
4
％
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
要
介
護
（
要
支
援
者
）
認
定
者

数
は
、
2
0
2
7
人
で
あ
る
た
め
、
認

定
率
は
20
・
0
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

要
介
護
度
別
の
構
成
割
合
を
み
る
と
、
全

国
、
神
奈
川
県
と
比
べ
て
要
支
援
者
1
・

2
、
要
介
護
1
の
軽
度
認
定
者
の
割
合
が

高
く
な
っ
て
お
り
、
比
較
的
元
気
な
高
齢

者
が
多
い
と
い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
令
和
7
年
に
は
団
塊
世
代
全

て
が
75
歳
以
上
と
な
り
、
団
塊
ジ
ュ
ニ
ア

世
代
全
て
が
65
歳
以
上
と
な
る
令
和
22
年

に
は
、
高
齢
化
率
が
42
・
7
％
に
な
る
と

見
込
ま
れ
ま
す
。
要
支
援
・
要
介
護
認
定

者
は
、
75
歳
以
上
、
特
に
80
歳
を
超
え
た

あ
た
り
か
ら
急
増
す
る
傾
向
で
あ
り
、
今

後
ま
す
ま
す
増
加
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ

ま
す
。

■
介
護
予
防
事
業
の
取
組
み

　

当
町
で
は
、
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防

事
業
に
取
り
組
み
、
地
域
の
活
性
化
と
介

護
給
付
費
の
抑
制
等
を
目
標
に
し
て
お
り

ま
す
。

①
貯
筋
運
動
の
普
及

　

貯
筋
運
動
は
、
東
京
大
学
・
早
稲
田
大

学
・
鹿
屋
体
育
大
学
名
誉
教
授
で
あ
り
、

鹿
屋
体
育
大
学
の
元
学
長
で
も
あ
る
福
永

先
生
の
考
案
し
た
、
誰
で
も
簡
単
に
覚
え

ら
れ
る
、
自
宅
で
自
分
ひ
と
り
で
も
で
き

る
、
自
立
歩
行
に
大
切
な
下
肢
筋
力
を
中

心
に
鍛
え
る
運
動
と
し
て
考
案
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
貯
筋
運
動
を
取
り
入

れ
、
令
和
6
年
度
は
町
内
28
の
自
主
団
体

で
実
施
し
て
い
ま
す
。
年
2
回
行
わ
れ
る

下
肢
筋
力
の
超
音
波
測
定
で
は
、
多
く
の

参
加
者
が
介
護
予
防
効
果
を
実
感
し
て
お

り
ま
す
。
更
な
る
効
果
を
上
げ
る
た
め
に
、

担
い
手
の
発
掘
・
育
成
を
行
い
、
実
施
団

体
の
新
設
と
既
存
団
体
の
支
援
に
努
め
、

事
業
の
普
及
・
拡
大
を
図
り
ま
す
。

「長柄桜山古墳群」
　逗子市と葉山町の行政界の山頂で平成11年に発見された、県内最大級
の2基の前方後円墳です。全長は第1号墳が91.3m、第2号墳は88mで、
いずれも古墳時代前期（4世紀後半）に造られました。
　平成14年に国の史跡の指定を受け、葉山町と逗子市が協力して第1号
墳の保存整備を進め、令和6年4月から供用開始しました。自然環境との
調和を大切にしながら、来場者が古墳への理解を深められるよう、頂上へ
の階段や木の棺の埋設場所表示、埴輪レプリカ、説明板等を設置しました。
頂上からは相模湾、江ノ島、富士山を望むことができます。

保険者

自　慢

貯筋運動の様子 書かない窓口（令和7年1月から）

第1号墳（写真は逗子市提供）
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②
外
出
支
援
の
た
め
の
タ
ク
シ
ー
券

　

バ
ス
の
定
期
券
の
購
入
費
助
成
、
心
身

機
能
の
低
下
に
よ
り
自
家
用
車
や
公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
て
の
買
い
物
や
病
院
へ

の
通
院
、
入
退
院
、
施
設
へ
の
入
退
所
が

困
難
な
人
に
対
す
る
無
料
送
迎
サ
ー
ビ
ス

等
で
、
高
齢
者
の
外
出
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

令
和
6
年
度
よ
り
、
新
た
な
取
組
み
と

し
て
75
歳
〜
79
歳
の
運
転
免
許
を
お
持
ち

で
な
い
方
（
運
転
免
許
自
主
返
納
者
含
む
）

ま
た
は
80
歳
以
上
の
方
に
タ
ク
シ
ー
乗
車

1
回
に
つ
き
5
0
0
円
の
補
助
券
を
月

2
回
分
（
年
度
内
月
数
分
）
交
付
す
る
「
お

で
か
け
タ
ク
シ
ー
券
」
を
始
め
ま
し
た
。

当
初
か
ら
申
込
み
が
多
く
、
令
和
6
年
11

月
18
日
時
点
で
1
5
8
8
人
の
申
込
み

が
あ
り
ま
し
た
。

③
認
知
症
啓
発

　
「
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症

を
恐
れ
ず
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
葉
山
町
」
を
目
指
し
て
お
り

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
第
9
期
葉
山
町
高
齢

者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
策
定

時
に
行
っ
た
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に

よ
る
と
、
要
介
護
認
定
が
必
要
と
な
る
一

因
と
し
て
、
認
知
症
（
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
等
）
が
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
認
知
症
状

へ
の
対
応
を
不
安
に
感
じ
る
介
護
者
が
多

い
と
い
う
結
果
も
出
て
お
り
ま
す
。
現
在
、

葉
山
町
の
特
性
で
あ
る
地
域
活
動
を
活
か

し
、
サ
ロ
ン
や
相
談
支
援
体
制
の
一
環
で

高
齢
者
の
見
守
り
や
訪
問
を
行
い
、
地
域

で
認
知
症
の
方
を
支
え
て
い
る
状
態
で
す

が
、
こ
れ
か
ら
は
町
全
体
で
認
知
症
の
方

を
サ
ポ
ー
ト
し
、
さ
ら
に
住
み
よ
い
葉
山

町
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
、
多
世
代
向

け
の
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
や
講

演
会
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

■
今
後
の
展
開

　

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
い
つ

ま
で
も
生
き
い
き
と
安
心
し
て
生
涯
を
現

役
で
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
介
護
予
防
に
関

す
る
取
組
み
を
一
層
推
進
し
て
い
く
た
め

の
地
域
社
会
を
形
成
し
、
支
援
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
が
、
介
護
予
防
事
業
に

対
す
る
町
民
の
認
知
度
は
十
分
で
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
身
近
な
場
所
で
気
軽
に
継

続
し
て
「
健
康
づ
く
り
や
介
護
予
防
」
に

取
り
組
め
る
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
周

知
を
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

高
齢
者
自
身
の
介
護
予
防
に
関
す
る
知
識

の
普
及
と
意
識
の
さ
ら
な
る
向
上
も
必
要

と
な
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
、
住

民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
社
会
福
祉
協
議
会
、

そ
の
他
の
社
会
福
祉
法
人
等
を
含
め
た
多

様
な
担
い
手
に
よ
る
柔
軟
な
取
組
み
に
よ

り
、
総
合
事
業
の
効
果
的
か
つ
効
率
的
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
体
制
整
備

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

●葉山町ホームページアドレス
　https://www.town.hayama.lg.jp/

●（国 保）町民健康課
　TEL：046-876-1111（代）
　FAX：046-876-1717

●（介 護）福祉課
TEL：046-876-1111（代）
　FAX：046-876-1717

国保・介護
の
連絡先

葉山町制100周年PR大使
Myusy（ミューシー）

　海の環境を守る活動を応援する
葉山生まれのアオウミウシです
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自
然
豊
か
で
コ
ン
パ
ク
ト
な

住
宅
都
市

　
本
市
は
海
、
丘
陵
、
川
等
、
変
化
に
富

ん
だ
地
形
が
あ
り
、
え
ぼ
し
岩
は
地
域
の

シ
ン
ボ
ル
と
し
て
長
く
市
民
か
ら
愛
さ
れ

て
い
る
な
ど
、
そ
の
豊
か
な
自
然
と
人
々

の
営
み
が
調
和
し
て
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
市
域
は
東
西
6
・
9
㎞
、
南
北
7
・
6

㎞
、
面
積
は
35
・
76
㎢
で
隣
接
す
る
市
町

に
比
べ
て
人
口
密
度
が
高
く
、
駅
周
辺
に

都
市
機
能
が
集
約
し
た
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま

ち
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
街
地
の

地
形
は
平
た
ん
で
あ
り
、
徒
歩
や
自
転
車

で
気
軽
に
い
ろ
い
ろ
な
場
所
へ
訪
れ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
昼
夜
間
人
口
比
率
は
近
隣
市
町
と
比
較

す
る
と
低
い
水
準
と
な
っ
て
お
り
、
住
宅

都
市
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
と
と
も
に
、

地
域
内
産
業
と
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
、
多

世
代
に
と
っ
て
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
令
和
6
年
10
月
1
日
現
在
、
人
口
は
24

万
５
４
１
９
人
、高
齢
化
率
は
27
・
0
％
、

国
保
加
入
者
は
4
万
３
３
５
５
人
で
、
加

入
率
は
17
・
67
％
で
す
。

共に見守り支え合い、
誰もが健康に暮らす
まちを目指して

「茅ヶ崎市」保険年金課
保健師　小泉　竜太

茅ヶ崎サザンC

ラチエン通りから見る「えぼし岩」
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特
定
健
診
受
診
率
の
向
上
を

目
指
し
て

　
特
定
健
診
受
診
率
向
上
対
策
事
業
と
し

て
、
平
成
25
年
度
よ
り
、
は
が
き
や
電
話

で
の
受
診
勧
奨
を
開
始
し
ま
し
た
。
令
和

5
年
度
か
ら
は
、
受
診
勧
奨
は
が
き
の
送

付
対
象
者
を
40
～
59
歳
だ
け
で
な
く
、
74

歳
ま
で
に
広
げ
た
ほ
か
、
ナ
ッ
ジ
理
論
を

活
用
し
、
年
代
や
受
診
歴
に
応
じ
た
わ
か

り
や
す
い
内
容
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

電
話
勧
奨
に
つ
い
て
は
、
直
営
か
ら
委
託

に
変
更
し
、
よ
り
多
く
の
方
に
勧
奨
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
継
続
受
診
対
策
と
し
て
、
健
診
受
診
者

に
は
、
経
年
的
な
健
診
結
果
や
生
活
習
慣

改
善
の
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
記
載
し
た

健
康
ア
ド
バ
イ
ス
シ
ー
ト
を
送
付
し
て
い

ま
す
。
令
和
5
年
度
か
ら
は
、
さ
ら
な
る

継
続
受
診
の
必
要
性
の
周
知
や
、
被
保
険

者
の
健
康
づ
く
り
促
進
の
た
め
に
、
新
た

に
特
定
健
診
結
果
説
明
会
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　
特
定
健
診
の
受
診
券
申
込
み
（
受
診
料

免
除
や
再
交
付
）
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
電
話
ま
た
は
窓
口
受
付
と
し
て
い
ま
し

た
が
、
よ
り
受
診
し
や
す
く
す
る
た
め
に

令
和
4
年
度
か
ら
電
子
申
請
を
導
入
し
ま

し
た
。
電
子
申
請
で
は
、
が
ん
検
診
担
当

課
と
連
携
し
、
特
定
健
診
だ
け
で
な
く
、

が
ん
検
診
等
の
受
診
券
申
込
み
も
同
時
に

行
え
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

特
定
保
健
指
導
終
了
率
の

向
上
を
目
指
し
て

　
特
定
保
健
指
導
終
了
率
向
上
対
策
事
業

と
し
て
、
集
団
保
健
指
導
を
導
入
し
て
い

ま
す
。
積
極
的
支
援
対
象
者
は
対
面
で
の

指
導
だ
け
で
な
く
、
希
望
に
応
じ
て
電
話

や
メ
ー
ル
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
の
指
導
を
併
用

し
た
個
別
指
導
、
動
機
づ
け
支
援
対
象
者

は
、
医
療
機
関
で
の
個
別
指
導
も
選
択
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
3
年
度
か
ら
は
、
翌
年
度
の
4
～

5
月
に
も
集
団
保
健
指
導
日
を
設
け
て
利

用
機
会
を
広
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
集
団

保
健
指
導
で
は
、
初
回
指
導
の
約
1
か
月

半
後
に
参
加
者
へ
電
話
し
、
取
組
状
況
の

確
認
や
励
ま
し
を
行
う
こ
と
で
、
参
加
者

が
脱
落
せ
ず
、
取
組
を
継
続
で
き
る
よ
う

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
文
書
で
の
利
用
勧
奨
に
つ
い
て
、
令
和

2
年
度
は
中
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
令
和

3
年
度
以
降
再
開
し
て
お
り
、
よ
り
効
果

的
な
タ
イ
ミ
ン
グ
を
検
討
し
た
結
果
、
通

知
の
約
1
か
月
後
に
再
通
知
を
送
付
す
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
通
知
内
容
に

つ
い
て
は
、
経
年
的
な
健
診
結
果
や
参
加

者
の
声
を
掲
載
す
る
こ
と
で
、
対
象
者
が

自
身
の
保
健
指
導
の
必
要
性
等
を
理
解
し
、

利
用
し
た
く
な
る
よ
う
な
内
容
と
し
て
い

ま
す
。

　
電
話
勧
奨
に
つ
い
て
は
、
通
知
や
再
通

知
か
ら
約
1
～
2
週
間
以
内
に
管
理
栄
養

士
等
の
専
門
職
が
電
話
す
る
こ
と
で
、
対

象
者
が
保
健
指
導
に
対
す
る
関
心
が
高
い

間
に
、
保
健
指
導
を
利
用
す
る
メ
リ
ッ
ト

等
を
個
別
性
に
応
じ
て
説
明
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
医
師
会
や
実
施
医
療
機
関
と
は
、

保
健
指
導
の
現
状
と
課
題
、
目
標
値
等
に

つ
い
て
毎
年
共
有
す
る
こ
と
で
、
連
携
を

図
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
に
向
け
て

　
こ
れ
ま
で
の
取
組
の
結
果
も
あ
り
、
特

定
健
診
受
診
率
、
特
定
保
健
指
導
終
了
率

と
も
、
徐
々
に
上
昇
し
て
い
ま
す
が
、
こ

れ
か
ら
も
さ
ら
な
る
向
上
が
必
要
な
状
況

で
す
。
第
3
期
デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
計
画
に
お

い
て
も
、
受
診
・
利
用
勧
奨
の
強
化
を
重

点
的
な
取
組
と
し
て
い
ま
す
。

　
特
定
健
診
受
診
勧
奨
に
お
い
て
は
、
未

受
診
者
の
特
性
（
検
査
結
果
や
受
診
歴
、

か
か
り
つ
け
医
の
有
無
等
）
を
よ
り
詳
細

に
分
析
の
上
、
そ
れ
に
合
わ
せ
た
受
診
勧

奨
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
特
に
受
診

率
の
低
い
40
歳
代
に
対
す
る
勧
奨
も
強
化

し
て
い
く
予
定
で
す
。
特
定
保
健
指
導
利

用
勧
奨
に
お
い
て
は
、
実
施
医
療
機
関
か

ら
も
勧
奨
し
や
す
い
体
制
の
整
備
や
サ

ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い
く
な
ど
、
引
き
続
き

医
師
会
や
実
施
医
療
機
関
と
の
連
携
体
制

を
築
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

特定健診結果説明会
（測定、相談）

特定健診結果説明会
（講演）
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国
民
健
康
保
険
（
以
下
「
国
保
」
と
い

う
。）
制
度
は
、
被
用
者
保
険
に
加
入
す

る
者
等
を
除
く
全
て
の
者
を
被
保
険
者
と

す
る
公
的
医
療
保
険
制
度
で
あ
り
、
国
民

皆
保
険
の
最
後
の
砦
と
し
て
地
域
住
民
の

健
康
増
進
に
長
年
寄
与
し
て
い
ま
す
が
、

他
の
医
療
保
険
制
度
と
比
較
し
て
高
齢
者

や
低
所
得
者
の
加
入
割
合
が
高
く
、
財
政

基
盤
が
脆
弱
で
あ
る
と
い
う
構
造
的
な
問

題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
財
政
上
の
構
造
的
な
問
題
の

解
決
に
向
け
、
国
保
制
度
改
革
が
行
わ
れ
、

3
4
0
0
億
円
の
公
費
が
投
入
さ
れ
る

と
と
も
に
、
市
町
村
国
保
の
財
政
運
営
の

責
任
主
体
を
都
道
府
県
が
担
う
こ
と
に
な

り
、
県
に
、
新
た
に
「
神
奈
川
県
国
民
健

康
保
険
事
業
会
計
」
を
特
別
会
計
と
し
て

設
置
し
ま
し
た
。

　

令
和
5
年
度
は
平
成
30
年
度
の
国
保
制

度
改
革
か
ら
6
年
目
と
な
り
ま
す
が
、
5

月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
位

置
づ
け
が
感
染
症
法
上
の
「
5
類
感
染
症
」

へ
移
行
す
る
と
と
も
に
、
団
塊
の
世
代
の

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
へ
の
移
行
等
に
よ

り
被
保
険
者
数
が
減
少
し
た
こ
と
で
、
保

険
給
付
費
は
前
年
度
に
比
べ
減
少
し
た
一

方
、
1
人
当
た
り
保
険
給
付
費
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
依
然
と
し
て
難
し
い

財
政
運
営
と
な
り
ま
し
た
。

　

以
下
、
収
支
状
況
の
概
要
と
今
後
の
財

政
運
営
の
課
題
に
つ
い
て
、
令
和
6
年
11

月
段
階
で
取
り
ま
と
め
た
令
和
5
年
度
の

国
民
健
康
保
険
事
業
報
告
書
Ｂ
表
を
も
と

に
、
市
町
村
、
国
保
組
合
、
県
そ
れ
ぞ
れ

に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
。
な

お
表
示
し
て
い
る
数
字
は
、
一
千
万
円
未

満
を
切
り
捨
て
た
数
字
で
あ
り
、
概
数
で

あ
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
ご
承
知
く
だ
さ

い
。

市
町
村
の

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

1
　

市
町
村
全
体
で
、
歳
入
8
4
1
1
・

4
億
円
、
歳
出
8
2
6
8
・
0
億
円
と

な
り
、
収
支
は
1
4
3
億
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。
令
和
4
年
度
と
比
べ
る
と
、

歳
入
は
4
・
5
億
円
（
0
・
05
％
）
減
少
、

歳
出
は
67
・
4
億
円
（
0
・
82
％
）
増
加

し
、
収
支
は
62
・
8
億
円
（
30
・
48
％
）

の
黒
字
幅
の
減
少
と
な
り
、
単
年
度
収
支

で
は
1
2
6
・
2
億
円
の
赤
字
と
33
市

町
村
中
31
市
町
村
が
赤
字
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
決
算
補
填
等
目
的
の
法
定
外
の

一
般
会
計
繰
入
金
を
除
い
た
収
支
は
、

61
・
8
億
円
の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
に
お
い
て
は
、
被
保
険
者
数
が
年

度
間
平
均
で
1
6
0
・
1
万
人
と
令
和

4
年
度
に
比
べ
8
・
4
万
人
（
5
・
02
％
）

減
少
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
保
険
給
付
費

も
減
少
し
、
こ
れ
に
伴
っ
て
県
か
ら
交
付

し
て
い
る
普
通
交
付
金
が
66
・
1
億
円

（
1
・
21
％
）
減
少
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

令
和
6
年
1
月
か
ら
産
前
産
後
期
間
の
保

険
料
免
除
制
度
が
施
行
さ
れ
た
こ
と
も
含

め
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
が
39
・
9

億
円
（
5
・
57
％
）
増
加
し
た
こ
と
や
、

繰
越
金
が
2
・
2
億
円
（
1
・
12
％
）
増

加
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
全
体
と
し
て
は

4
・
5
億
円（
0
・
05
％
）の
増
加
と
な
っ

て
い
ま
す
。

令
和
5
年
度
に
お
け
る
国
保
事
業
会
計
収
支
状
況
に
つ
い
て

神
奈
川
県
健
康
医
療
局
保
健
医
療
部
医
療
保
険
課
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な
お
、
一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
金
の
う

ち
、
法
定
外
の
一
般
会
計
繰
入
金
は
、
1

9
9
・
0
億
円
と
令
和
4
年
度
に
比
べ

21
・
5
億
円
（
12
・
12
％
）
増
加
し
て
い

ま
す
が
、
こ
の
法
定
外
の
一
般
会
計
繰
入

金
の
う
ち
、
決
算
補
填
等
目
的
の
法
定
外

繰
入
は
81
・
4
億
円
と
18
・
6
億
円

（
29
・
78
％
）
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
歳
出
に
お
い
て
は
、
被
保
険

者
数
の
減
少
に
よ
っ
て
、
保
険
給
付
費
が

5
4
4
0
・
0
億
円
と
前
年
度
か
ら
61
・

5
億
円
（
1
・
12
％
）
の
減
少
と
な
り
ま

し
た
が
、国
保
事
業
費
納
付
金
が
1
2
3
・

6
億
円
増
加
（
5
・
06
％
）
し
た
こ
と
等

に
よ
っ
て
、
全
体
と
し
て
は
67
・
4
億
円

（
0
・
82
％
）
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
被
保
険
者
数
の
減
少
に

伴
っ
て
保
険
給
付
費
は
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
被
保
険
者
数
が
5
％
減
少
し
て
い
る

一
方
で
、
保
険
給
付
費
は
1
％
の
減
少
に

留
ま
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
1
人
当
た

り
保
険
給
付
費
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
が

原
因
で
す
。

1
人
当
た
り
保
険
給
付
費
の
増
加
傾
向

は
、
今
後
も
継
続
す
る
と
思
わ
れ
、
1
人

当
た
り
国
保
事
業
費
納
付
金
の
増
加
に
よ

り
、
依
然
と
し
て
市
町
村
の
国
保
財
政
は

厳
し
い
状
況
に
お
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

平
成
30
年
度
の
国
保
制
度
改
革
に
伴
う

激
変
緩
和
に
係
る
国
か
ら
の
財
政
支
援
が

【令和5年度県内市町村全体の国保特別会計の収支状況等】 （単位：円）

区分 令和5年度
①

令和4年度
②

前年度比較
①－② ①／②

歳入 841,146,686,175 840,687,751,504 458,934,671 0.1%
歳出 826,808,371,378 820,061,746,002 6,746,625,376 0.8%
歳入－歳出　A 14,338,314,797 20,626,005,502 ▲6,287,690,705 ▲30.5%
決算補填等目的の
法定外繰入金　B 8,149,666,921 6,279,726,747 1,869,940,174 29.8%

A－B 6,188,647,876 14,346,278,755 ▲8,157,630,879 ▲56.9%
被保険者数 1,601,794 1,686,493 ▲84,699 ▲5.0%
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令
和
5
年
度
で
終
了
に
な
る
と
と
も
に
、

令
和
5
年
度
末
に
改
正
し
た
国
保
運
営
方

針
に
基
づ
き
、
保
険
料
水
準
の
統
一
に
向

け
て
、
激
変
緩
和
措
置
を
行
い
な
が
ら
、

ま
ず
は
納
付
金
ベ
ー
ス
の
統
一
か
ら
段
階

的
に
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、

特
に
、
年
齢
調
整
後
の
医
療
費
水
準
が
低

い
市
町
村
を
中
心
に
、
国
保
事
業
費
納
付

金
の
増
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

各
市
町
村
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
歳
入

確
保
対
策
と
し
て
、
保
険
料
賦
課
の
適
正

化
と
保
険
料
（
税
）
収
納
率
向
上
対
策
の

充
実
に
努
め
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
公

費
で
あ
る
保
険
者
努
力
支
援
制
度
交
付
金

の
獲
得
額
増
に
向
け
、
歳
出
抑
制
対
策
に

つ
な
が
る
保
健
事
業
や
医
療
費
適
正
化
対

策
の
強
化
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

特
に
、
保
険
料
水
準
の
統
一
に
向
け
て
、

収
納
率
が
低
い
、
あ
る
い
は
医
療
費
水
準

が
高
い
市
町
村
に
お
け
る
取
組
み
の
一
層

の
強
化
が
求
め
ら
れ
る
た
め
、
具
体
的
な

対
策
を
講
じ
ら
れ
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
組
合
の
会
計

2
　

国
保
組
合
の
財
政
規
模
は
、
歳
入
で

5
0
5
・
3
億
円
、
歳
出
で
4
4
7
・

1
億
円
、
収
支
は
58
・
2
億
円
の
黒
字
と

な
り
ま
し
た
。
令
和
4
年
度
に
比
べ
、
歳

入
で
は
7
・
4
億
円
（
1
・
49
％
）
増
加
、

歳
出
で
11
・
9
億
円
（
2
・
76
％
）
増
加

と
な
り
、
結
果
と
し
て
収
支
で
見
る
と

4
・
5
億
円
（
7
・
28
％
）
の
黒
字
幅
の

減
少
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
は
、
被
保
険
者
数
が
年
度
間
平

均
で
13
・
0
万
人
と
令
和
4
年
度
に
比
べ

5
2
2
人
（
0
・
40
％
）
減
少
し
た
一

方
で
、
保
険
料
収
入
が
2
6
3
・
2
億

円
と
7
・
9
億
円
（
3
・
10
％
）
の
増
加

と
な
り
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
療
養
給
付
費
等
負
担
金
が

1
5
6
・
1
億
円
と
2
・
3
億
円
（
1
・

53
％
）
増
加
し
、国
庫
支
出
金
が
1
6
1
・

0
億
円
と
2
・
8
億
円
（
1
・
82
％
）
の

増
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
保
険
給
付
費
は
2
3
9
・

3
億
円
と
1
・
2
億
円
（
0
・
50
％
）
減

少
し
ま
し
た
が
、
前
期
高
齢
者
納
付
金
は

38
・
0
億
円
と
5
・
9
億
円
（
18
・
61
％
）

の
増
加
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
は
84
・
5

億
円
と
6
・
2
億
円
（
8
・
01
％
）
の
増

加
と
な
り
ま
し
た
。

　

組
合
員
数
の
減
少
、
定
率
国
庫
負
担
の

段
階
的
削
減
な
ど
、
国
保
組
合
を
と
り
ま

く
状
況
は
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
保

険
料
の
適
正
賦
課
を
は
じ
め
医
療
費
適
正

化
対
策
の
充
実
強
化
な
ど
、
国
庫
補
助
金

の
獲
得
も
図
り
な
が
ら
安
定
し
た
財
政
運

営
の
確
立
に
向
け
た
取
組
み
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。神

奈
川
県

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計

3
　

平
成
30
年
度
に
創
設
さ
れ
た
神
奈
川
県

国
民
健
康
保
険
事
業
会
計
は
、
歳
入
総
額

7
1
7
8
・
2
億
円
、
歳
出
総
額
7
1

0
3
・
1
億
円
で
あ
り
、
収
支
で
は
75
・

0
億
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
初
予
算
と
の
対
比
で
み
る
と
、
歳
入

で
は
、
療
養
給
付
費
等
負
担
金
が
1
4

0
3
・
4
億
円
と
39
・
1
億
円
（
2
・

71
％
）
の
減
少
、
普
通
調
整
交
付
金
が

2
5
8
・
1
億
円
と
23
・
5
億
円
（
10
・

02
％
）
の
増
加
と
な
り
、
歳
出
で
は
、
市

町
村
の
保
険
給
付
費
に
対
す
る
県
の
負
担

金
で
あ
る
普
通
交
付
金
が
5
3
9
7
・

0
億
円
と
91
・
1
億
円
（
1
・
66
％
）
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
増
減
要

素
の
結
果
、
当
初
予
算
に
対
す
る
歳
入
総

額
が
1
・
8
億
円
の
増
加
、
歳
出
総
額
が

73
・
2
億
円
の
減
少
と
な
り
、
こ
れ
に
よ

り
75
・
0
億
円
の
黒
字
が
生
じ
ま
し
た
。

　

な
お
、
決
算
剰
余
額
の
75
・
0
億
円
は
、

令
和
6
年
度
の
普
通
交
付
金
や
過
年
度
の

療
養
給
付
費
等
負
担
金
等
の
精
算
の
た
め

の
財
源
に
充
て
る
ほ
か
、
財
政
安
定
化
基

金
（
財
政
調
整
事
業
分
）
に
積
み
立
て
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
5
年
度
の
県
国
保
事
業
会
計
は
黒

字
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
後
の
保
険
給
付

費
等
の
伸
び
、
被
保
険
者
数
の
減
少
、
保

険
者
努
力
支
援
制
度
や
財
政
調
整
交
付
金

な
ど
拡
充
さ
れ
た
国
公
費
の
獲
得
状
況
等
、

よ
り
一
層
厳
し
い
財
政
運
営
が
予
想
さ
れ

ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
国
保
財
政

運
営
に
つ
い
て
は
、
市
町
村
の
皆
さ
ん
と

国
保
協
議
会
の
場
を
通
じ
、
協
議
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
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「
う
つ
」
や
「
う
つ
病
」
に
自
分
自
身

で
気
づ
い
た
り
、
家
族
や
職
場
の
同
僚
な

ど
近
く
に
い
る
方
が
気
づ
く
こ
と
は
と
て

も
大
事
で
す
。
心
配
な
時
に
は
ま
ず
、
疲

れ
た
こ
こ
ろ
と
体
を
十
分
に
休
め
ま
す
。

医
学
的
な
治
療
が
必
要
な
場
合
に
は
、
医

師
に
よ
る
診
察
の
後
に
必
要
に
応
じ
て
適

切
な
治
療
法
を
選
択
し
、
十
分
時
間
を
か

け
て
治
療
す
る
こ
と
が
大
事
で
す
。

「
う
つ
」
は
こ
こ
ろ
と
体
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ

　
「
う
つ
」
は
、
こ
こ
ろ
の
ガ
ソ
リ
ン
が

切
れ
た
り
オ
イ
ル
が
汚
れ
た
り
し
て
元
気

が
な
く
な
っ
た
自
動
車
の
よ
う
な
状
態
で

す
。
そ
の
よ
う
な
状
態
の
ま
ま
走
ら
せ
て

い
た
ら
、
車
は
壊
れ
て
し
ま
い
ま
す
。「
う

つ
」
も
同
じ
で
す
。
脳
が
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
だ
し

て
い
た
ら
、
き
ち
ん
と
休
養
を
と
っ
て
適

切
な
点
検
工
場
で
調
整
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
そ
の
た
め
「
う
つ
」
に
自
分
自
身

で
気
づ
い
た
り
、
家
族
や
職
場
の
同
僚
な

ど
近
く
に
い
る
方
が
気
づ
く
こ
と
は
と
て

も
大
事
で
す
。

　

い
ま
ま
で
漠
然
と
「
う
つ
」
と
説
明
し

て
き
ま
し
た
が
、も
っ
と
狭
い
範
囲
で
「
う

つ
病
」
を
考
え
て
み
ま
す
。
会
社
員
の
Ａ

さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
大
好
き
だ
っ
た
ゴ
ル

フ
が
楽
し
く
な
く
な
り
ま
し
た
。
主
婦
の

Ｂ
子
さ
ん
は
元
気
が
な
く
な
り
、得
意
だ
っ

た
お
菓
子
づ
く
り
を
す
る
気
に
も
な
ら
な

く
な
り
ま
し
た
。
気
分
が
ふ
さ
ぎ
が
ち
に

な
り
、
こ
れ
ま
で
楽
し
め
て
い
た
こ
と
に

関
心
が
薄
れ
て
意
欲
が
低
下
し
て
い
く
こ

と
は
、
う
つ
病
の
特
徴
的
な
症
状
の
ひ
と

つ
で
す
。

　

う
つ
病
の
発
症
に
は
、
は
っ
き
り
し
た

原
因
が
あ
る
と
は
か
ぎ
り
ま
せ
ん
。
ま
た

う
つ
病
で
は
「
こ
こ
ろ
の
症
状
」
が
目
立

た
ず
、「
体
の
症
状
」
ば
か
り
が
目
立
つ

場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら

自
分
が
「
う
つ
病
」
だ
と
気
づ
か
ず
に
、

内
科
な
ど
を
受
診
さ
れ
る
こ
と
も
少
な
く

あ
り
ま
せ
ん
。

「
う
つ
」
か
な
？
と
思
っ
た
ら

　
「
う
つ
」
で
や
る
気
が
で
な
い
の
は
、

こ
こ
ろ
が
弱
か
っ
た
り
甘
え
て
い
る
た
め

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ご
自
身
や
ご
家
族
が

「
う
つ
」
あ
る
い
は
「
う
つ
病
」
か
な
と

心
配
な
場
合
に
は
ま
ず
、
疲
れ
た
こ
こ
ろ

と
体
を
十
分
に
休
め
る
よ
う
に
し
ま
す
。

家
族
や
仕
事
・
学
校
と
い
っ
た
療
養
環
境

の
調
整
が
と
て
も
大
切
で
す
。
十
分
な
休

養
を
と
る
こ
と
と
、
必
要
に
応
じ
て
適
切

な
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
症
状
の
緩
和
に

つ
な
が
り
ま
す
。
治
療
が
必
要
な
場
合
に

は
必
ず
医
師
に
よ
る
診
察
を
受
け
、
十
分

に
時
間
を
か
け
て
療
養
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

　

薬
を
飲
む
こ
と
を
「
甘
え
て
い
る
こ
と
」

と
考
え
た
り
、
本
来
だ
っ
た
ら
薬
な
ど
に

頼
ら
ず
に
「
自
分
で
治
す
べ
き
も
の
」
と

考
え
て
、
治
療
を
受
け
る
こ
と
に
抵
抗
を

感
じ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
服
薬

を
始
め
て
か
ら
自
覚
症
状
が
緩
和
さ
れ
る

ま
で
に
は
数
週
間
か
か
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
ま
す
の
で
、
す
ぐ
に
効
果
が
で
な
い

か
ら
と
い
っ
て
不
安
に
な
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
薬
の
効
き
方
や
副
作
用
の

で
や
す
さ
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
の
で
、

遠
慮
な
く
医
師
と
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

ふ
さ
わ
し
い
対
処
法
を
明
示
し
て
い
た
だ

け
る
と
思
い
ま
す
。

「
う
つ
」に
気
づ
い
た
と
き
の
対
処
法
は
？

東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
精
神
保
健
学
分
野
教
授
　
　
西
　
大
輔

ｅ-

ヘ
ル
ス
ネ
ッ
ト

https://w
w
w
.e-healthnet.m

hlw
.go.jp/

inform
ation/heart/k-04-001.htm

l

厚
生
労
働
省
（
2
0
2
0
）



神奈川のこくほ・かいご·2025 冬 15

田
園
都
市
構
想
は

北
斗
七
星
の
よ
う
な
も
の

　

世
の
中
は
進
歩
・
発
展
し
て
、
生
活

は
豊
か
に
な
っ
て
い
る
は
ず
な
の
に
、

国
際
的
に
も
国
内
的
に
も
様
々
な
課
題

が
増
大
・
深
刻
化
し
て
い
て
、
我
が
国

が
幸
福
な
方
向
に
進
ん
で
い
る
と
い
う

明
る
い
確
信
が
持
て
な
い
。
な
ぜ
だ
ろ

う
か
。
私
は
、
直
面
し
て
い
る
様
々
な

課
題
に
対
し
て
、
国
民
の
英
知
を
結
集

し
て
総
合
的
に
対
応
を
考
え
る
こ
と
が

で
き
て
い
な
い
か
ら
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。

　

先
例
と
し
て
思
い
浮
か
べ
る
の
は
、
大

平
正
芳
総
理
大
臣
の
「
田
園
都
市
構
想
」

を
肉
付
け
し
た
9
つ
の
政
策
研
究
会
の

取
り
ま
と
め
や
、
土
光
敏
夫
経
団
連
名

誉
会
長
を
会
長
と
す
る
臨
時
行
政
調
査

会
の
提
言
で
あ
る
。

　

田
園
都
市
構
想
は
、
そ
の
言
葉
だ
け

で
は
内
容
を
つ
か
み
に
く
い
。
今
で
も

よ
く
覚
え
て
い
る
の
だ
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

『
総
理
に
聞
く
』
と
い
う
番
組
で
、
司

会
者
の
質
問
に
対
し
、
大
平
総
理
は
こ

う
答
え
た
。「
田
園
都
市
構
想
は
北
斗

七
星
の
よ
う
な
も
の
。
昔
、
船
乗
り
は
、

夜
、
北
斗
七
星
か
ら
北
極
星
を
探
し
、

そ
の
高
さ
や
方
向
か
ら
自
分
の
船
の
位

置
を
知
り
、
帰
る
方
向
を
探
し
出
し
た
。

田
園
都
市
構
想
は
、
各
地
方
自
治
体
に

と
っ
て
道
標
み
た
い
な
も
の
。
田
園
都

市
構
想
と
い
う
道
標
を
参
考
と
し
な
が

ら
、
各
自
治
体
が
そ
の
地
方
の
良
さ
を

生
か
し
て
独
自
に
地
域
づ
く
り
を
進
め

て
い
く
」。
と
て
も
博
識
で
、
謙
虚
さ

と
強
い
信
念
を
お
持
ち
の
総
理
だ
と

思
っ
た
。

　

こ
の
構
想
を
ま
と
め
る
た
め
に
、
学

者
、
文
化
人
、
経
済
人
、
若
手
官
僚
、

合
わ
せ
て
2
0
0
人
以
上
の
人
材
を

集
め
て
、
正
に
日
本
の
英
知
を
結
集
す

る
よ
う
な
形
で
、
9
つ
の
政
策
研
究
会

で
多
角
的
に
構
想
を
煮
詰
め
た
。
残
念

な
が
ら
、
報
告
書
が
ま
と
ま
る
前
に
大

平
総
理
は
急
逝
さ
れ
て
し
ま
っ
た
が
、

そ
の
報
告
書
の
内
容
は
そ
の
後
の
国
家

運
営
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。

　

土
光
臨
調
は
、「
増
税
な
き
財
政
再

建
」、「
活
力
あ
る
福
祉
社
会
の
建
設
」

を
掲
げ
て
、
90
人
を
超
え
る
有
識
者
を

集
め
て
、
全
省
庁
の
出
向
者
か
ら
な
る

事
務
局
を
置
い
て
、
信
念
を
貫
き
通
す

土
光
会
長
の
下
で
、
2
年
間
に
わ
た
っ

て
5
つ
の
答
申
を
ま
と
め
、
行
財
政
改

革
を
提
言
し
た
。
中
曽
根
康
弘
総
理
大

臣
の
下
で
、
国
鉄
を
は
じ
め
と
す
る
三

公
社
の
民
営
化
、様
々
な
制
度
改
革
（
医

英
知
を
集
め
る公

益
財
団
法
人
医
療
科
学
研
究
所
相
談
役
　
江
利
川
　
毅
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療
保
険
制
度
、
年
金
制
度
の
改
革
も
含

む
）
な
ど
が
実
現
し
た
。

　

こ
の
二
つ
の
改
革
を
見
て
思
う
の
は
、

い
ず
れ
も
国
家
を
挙
げ
て
、
国
民
の
英

知
を
結
集
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
多

様
な
人
材
が
議
論
を
尽
く
し
て
、
最
善

の
解
を
求
め
て
い
る
。

謙
虚
に
英
知
を
集
め
る

　

中
央
省
庁
再
編
は
、
霞
ヶ
関
の
大
き

な
改
革
で
あ
っ
た
。
総
理
大
臣
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
支
え
る
体
制
を
強
化
す

る
た
め
内
閣
府
が
新
設
さ
れ
た
。
経
済

財
政
諮
問
会
議
な
ど
の
場
で
総
理
大
臣

の
面
前
で
重
要
政
策
が
議
論
さ
れ
、
総

理
大
臣
は
多
様
な
意
見
を
踏
ま
え
つ
つ

決
断
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。
大
き
な
改
善
点
で
あ
る
。

　

た
だ
、
政
府
部
内
に
長
期
計
画
を
議

論
す
る
場
が
な
く
な
っ
た
こ
と
は
大
き

な
問
題
だ
と
思
っ
て
い
る
。
か
つ
て
、

経
済
企
画
庁
や
国
土
庁
が
事
務
局
と

な
っ
て
長
期
計
画
を
策
定
し
て
い
た
。

数
年
も
経
つ
と
計
画
と
実
際
と
に
乖
離

が
生
じ
、
計
画
策
定
に
ど
う
い
う
意
味

が
あ
る
の
か
、
私
も
疑
問
に
思
っ
て
い

た
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
計
画
策
定

の
議
論
を
通
じ
て
、
多
く
の
オ
ピ
ニ
オ

ン
リ
ー
ダ
ー
が
我
が
国
の
基
礎
デ
ー
タ

を
共
有
す
る
、
そ
の
こ
と
の
意
味
が
大

き
い
の
で
あ
る
。
現
状
に
つ
い
て
の
基

礎
認
識
を
共
有
し
て
い
れ
ば
、
意
見
は

異
な
っ
て
も
、
議
論
は
噛
み
合
う
の
で

あ
る
。

　

国
政
は
常
に
多
事
多
難
で
あ
り
、
課

題
は
年
々
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
素
早

く
対
応
し
て
い
く
た
め
に
官
邸
主
導
が

強
調
さ
れ
、
内
閣
官
房
や
内
閣
府
に
、

課
題
ご
と
に
体
制
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

そ
こ
に
各
省
庁
の
職
員
が
出
向
し
て
、

対
応
し
て
い
る
。

　

課
題
ご
と
の
検
討
・
対
応
も
大
事
で

は
あ
る
が
、
私
は
、
日
本
の
課
題
を
一

括
し
て
捉
え
て
総
合
的
に
対
策
を
進
め

て
い
く
よ
う
な
、
日
本
の
英
知
を
結
集

し
た
総
合
政
策
ビ
ジ
ョ
ン
が
必
要
な
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
の
策
定
の
場

を
通
じ
て
、我
が
国
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー

ダ
ー
た
ち
が
共
通
の
基
礎
認
識
を
持
ち
、

建
設
的
で
多
様
な
意
見
を
出
し
合
う
。

そ
の
よ
う
な
場
を
作
り
、
謙
虚
に
英
知

を
集
め
る
こ
と
を
工
夫
し
て
い
た
だ
き

た
い
も
の
で
あ
る
。

記
事
提
供　

社
会
保
険
出
版
社

■学　歴
1970年 4 月　東京大学法学部卒業
■職　歴
1970年 4 月　厚生省入省
1982年 4 月　厚生省大臣官房総務課長補佐
1985年 8 月　内閣官房内閣参事官
1988年 6 月　厚生省年金局資金運用課長
1990年 6 月　厚生省年金局年金課長
1991年 7 月　厚生省薬務局経済課長
1993年 6 月　厚生省保険局企画課長
1994年 9 月　厚生省大臣官房政策課長
1996年 7 月　厚生省大臣官房審議官（年金担当）
1996年12月　厚生省大臣官房審議官（老人保健福祉担当）
　　　　　　 高齢者介護対策本部事務局長
1998年 1 月　内閣官房首席内閣参事官
2001年 1 月　内閣府大臣官房長
2004年 7 月　内閣府事務次官（2006年 7 月退官）
2007年 4 月　日興フィナンシャル・インテリジェンス顧問（ 7 月、理事長）
2007年 8 月　厚生労働事務次官（2009年 7 月退官）
2009年10月　埼玉医科大学特任教授
2009年11月　人事院総裁（2012年 4 月任期満了退官）
2012年 5 月　公益財団法人　医療科学研究所　理事長（2024年 5 月退任）
2013年 4 月　埼玉医科大学特任教授（現職）
2014年 4 月　公立大学法人埼玉県立大学理事長（2018年 3 月任期満了退任）

江利川 毅　えりかわ たけし

■プロフィール
出身地　埼玉県
・公益財団法人医療科学研究所
　相談役
・元内閣府事務次官
・元厚生労働事務次官
・元人事院総裁
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国保直診だより

第64回全国国保地域医療学会第64回全国国保地域医療学会
10月４日（金）、５日（土）岩手県「アイーナ」10月４日（金）、５日（土）岩手県「アイーナ」

地域包括医療・ケアで地域の「絆」をより強く
～地域医療学会発祥の地「イーハトーブ」から未来へ発信～

　10月4日、5日の2日間にわたり、第64回全国国保地域医療学
会が、岩手県「いわて県民情報交流センター アイーナ」において
開催された。
　今回のメインテーマ『地域包括医療・ケアで地域の「絆」をよ
り強く～地域医療学会発祥の地「イーハトーブ」から未来へ発信～』
のもと、国保直診の発展・充実のため特別講演・国保直診開設者
サミット・シンポジウムなどが行われた。

特別講演
演　　　題 国保地域医療学会の礎 ～岩手県地域医療研究会の歩み

講　　　師 佐藤　元美 岩手県一関市病院事業管理者
前岩手県地域医療研究会会長

司　会　者 磯﨑　一太
第64回全国国保地域医療学会学会長
岩手県地域医療研究会会長　
岩手県洋野町国民健康保険種市病院病院長

特別発言者 小野　　剛 全国国民健康保険診療施設協議会会長
秋田県秋田市立大森病院病院長

国保直診開設者サミット

演　　　題 生涯を住み慣れた地域で過ごすために
～自治体と国保直診で構築する地域包括ケア体制～

司　会　者

岩田　利雄 全国国民健康保険診療施設協議会開設者委員会副委員長
千葉県東庄町町長

中村　伸一 全国国民健康保険診療施設協議会副会長
福井県おおい町国保名田庄診療所所長

助　言　者 唐木　啓介 厚生労働省保険局国民健康保険課課長

発　言　者

鈴木　重男
岩手県葛巻町町長
岩手県国民健康保険団体連合会副理事長
岩手県国保診療施設運営連絡協議会幹事長

内記　和彦 岩手県西和賀町町長

小澤　幸弘 神奈川県三浦市立病院総病院長

宇佐美哲郎 大阪府能勢町国民健康保険診療所長

特別発言者 原　　勝則 国民健康保険中央会理事長

シンポジウム

演　題 高齢・人口減社会における過疎地での地域包括ケア体制のあり方
～国保直診に求められる役割とデジタル化の推進～

司会者

大原　昌樹 全国国民健康保険診療施設協議会副会長
香川県綾川町国民健康保険陶病院病院長

磯崎　一太
第64回全国国保地域医療学会学会長
岩手県地域医療研究会会長
岩手県洋野町国民健康保険種市病院院長

助言者 松本　晴樹 厚生労働省医政局
地域医療計画課医療安全推進・医務指導室室長

発言者

望月　　泉

全国自治体病院協議会会長
岩手県八幡平市病院事業管理者
岩手県八幡平市立病院統括院長
岩手県八幡平市立田山診療所所長

須田　万勢 長野県諏訪中央病院リウマチ・膠原病内科医長

多田　明良 和歌山県紀美野町立国保国吉・長谷毛原診療
所所長

特別発言者 松田　晋哉 産業医科大学医学部公衆衛生学教授

テーマ 発表者
デイパートナーナーシングシステム方式導入に伴う看護師の仕事に対する意識の変化 小田原市立病院 居山伊久子

理学療法士のレジデント制度がリハビリテーション科職員の労働衛生とリハビリテーション
提供体制に与える影響 小田原市立病院 小澤　哲也

AlignRT（体表面監視装置）を用いた左乳房DIBHについて 茅ヶ崎市立病院 佐藤　慎也

保険者へ向けた国保データベース（KDB）システム活用支援の取り組み
～少人数制による実機研修の実績報告より～ 神奈川県国保連合会 青木　雅人

【1日目】

【神奈川県からの研究発表】

※第65回全国国保地域医療学会は、令和7年10月3日～4日　和歌山城ホール（和歌山県）にて開催予定

【2日目】
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国保連発信

国保制度改善強化全国大会国保制度改善強化全国大会
11月15日（金）砂防会館11月15日（金）砂防会館

　東京・砂防会館にて、全国の国民健康保険関係9団体主催のもと、「国保制度改善強化全国大会」が開
催され、全国から市町村長、都道府県を含む国民健康保険関係者が集結した。
　はじめに、全国知事会事務総長の中島正信氏が開会の辞を述べた。
　次に、主催者代表として国保中央会会長の大西秀人氏が挨拶に立ち、国に対し、新国保制度を安定的
に運営するための大前提である毎年度3,400億円の公費投入の確実な実施などを強く要望した。
　政府からの来賓挨拶の後、議事に移り、福島県二本松市長の三保恵一氏が子ども・子育て支援金制度
については、国民の理解が十分得られるよう、国の責任において分かりやすく丁寧な周知、広報等を行
うとともに、制度導入に伴うシステム改修費等の必要な経費について財政的支援を確実に講じることな
ど12項目の決議案を読み上げ、満場一致で採決された。
　最後に、広島県安芸太田町議会議長の中本正廣氏が閉会の辞を述べ、大会は閉幕した。
　大会終了後には、神奈川県の国保保険者として、大会にて採決された決議の実現に向け、3班に分かれ、
衆議院第一議員会館、衆議院第二議員会館、参議院議員会館へ向かい、神奈川県選出の国会議員を中心
に陳情を行った。参議院議員会館では牧山ひろえ議員、水野素子議員にお会いすることができ、神奈川
県建設連合国保組合の坂間事務局長より陳情書を手渡した。

参議院議員　牧山ひろえ 氏（中央右） 参議院議員 水野素子 氏（右）
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国保連発信

国民健康保険事業への多年にわたる貢献を称え、本県では次の方々が表彰されました。
表彰者の皆さま、おめでとうございます。

令和 6年度国民健康保険関係功績者　厚生労働大臣表彰

川　村　典　夫　　神奈川県国民健康保険診療報酬審査委員会委員
髙　塚　秀　男　　神奈川県国民健康保険団体連合会審査部審査第三課調剤係副係長

令和 6年度神奈川県国民健康保険事業功労者表彰

中　川　辰　郎　　神奈川県国民健康保険診療報酬審査委員会委員
佃　　　和　彦　　神奈川県国民健康保険診療報酬審査委員会委員
小笠原　恭　子　　神奈川県国民健康保険団体連合会事務局次長兼審査部長

令和 6年度国民健康保険中央会表彰

梅　田　　　健　　神奈川県横浜市健康福祉局医療援助課課長補佐
飯　田　順　子　　神奈川県横浜市鶴見区福祉保健センター保険年金課会計年度任用職員
池　田　佳　世　　神奈川県横浜市神奈川区福祉保健センター保険年金課事務職員
山　城　文　雄　　神奈川県横浜市神奈川区福祉保健センター保険年金課事務職員
野　谷　淳　一　　神奈川県横浜市南区福祉保健センター保険年金課事務職員
沢　邉　　　瞳　　神奈川県横浜市港北区福祉保健センター保険年金課会計年度任用職員
栄　　　聡一郎　　神奈川県横浜市戸塚区福祉保健センター保険年金課専任職（保険業務担当）
横　田　美貴子　　神奈川県横浜市泉区福祉保健センター保険年金課会計年度任用職員
青　木　一　広　　神奈川県後期高齢者医療広域連合事務局長
海老塚　孝　之　　神奈川県川崎市高津区役所区民サービス部保険年金課課長補佐
秦　野　　　歩　　神奈川県平塚市民病院看護科長代理兼看護師長
佐　藤　恵　美　　神奈川県小田原市立病院看護部上級看護師
一寸木　智永美　　神奈川県小田原市立病院看護部上級看護師
斉　藤　安　司　　神奈川県茅ヶ崎市立病院中央診療部放射線科技師長
山　谷　佳世子　　神奈川県茅ヶ崎市立病院中央診療部リハビリテーション科技師長
佐　藤　京　子　　神奈川県茅ヶ崎市立病院看護師副主査
櫻　井　秀　徳　　神奈川県医師国民健康保険組合副主幹
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国保連発信

令和 6年度国民健康保険中央会表彰

美濃口　亜紀子　　神奈川県薬剤師国民健康保険組合主任
川　畑　進　一　　神奈川県建設業国民健康保険組合事務局次長兼総務係長兼業務係長
福　澤　邦　康　　神奈川県国民健康保険診療報酬審査委員会委員
黒　田　理　佐　　神奈川県国民健康保険診療報酬審査委員会委員
井　関　雅　一　　神奈川県国民健康保険診療報酬審査委員会委員
小　池　　　健　　神奈川県国民健康保険診療報酬審査委員会委員
加　藤　　　圭　　神奈川県国民健康保険診療報酬審査委員会委員
中　西　一　浩　　神奈川県国民健康保険診療報酬審査委員会委員
坂　田　勝　巳　　神奈川県国民健康保険診療報酬審査委員会委員
大　塚　史　子　　神奈川県国民健康保険診療報酬審査委員会委員
今　井　信　介　　神奈川県国民健康保険診療報酬審査委員会委員
永　野　芳　郎　　神奈川県国民健康保険診療報酬審査委員会委員
小　林　直　之　　神奈川県国民健康保険診療報酬審査委員会委員
小田原　俊　成　　神奈川県国民健康保険診療報酬審査委員会委員
工　藤　　　誠　　神奈川県国民健康保険診療報酬審査委員会委員
工藤　十右衛門　　神奈川県国民健康保険診療報酬審査委員会委員
向　原　茂　雄　　神奈川県国民健康保険診療報酬審査委員会委員
三　松　謙　司　　神奈川県国民健康保険診療報酬審査委員会委員　
常　盤　聡　史　　神奈川県国民健康保険団体連合会介護福祉部福祉事業課障害者支援係副主幹
武　田　邦　雄　　神奈川県国民健康保険団体連合会審査部審査第四課柔整係長
服　部　和　之　　神奈川県国民健康保険団体連合会介護福祉部介護保険課介護管理係副主幹
平　野　　　功　　神奈川県国民健康保険団体連合会総務部財務課財務第一係長
今　井　大　祐　　神奈川県国民健康保険団体連合会審査部審査第二課第三係副主幹
辻 　　　絵里子　　神奈川県国民健康保険団体連合会企画事業部保健事業課特定健診係副主幹
引　田　大　策　　神奈川県国民健康保険団体連合会介護福祉部介護保険課介護管理係長
須　山　　　聖　　神奈川県国民健康保険団体連合会企画事業部保健事業課保健事業係長
遠　藤　拓　也　　神奈川県国民健康保険団体連合会情報管理部システム管理課情報管理係長

　（順不同敬称略）
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国保連発信

《8月診療分》（一般＋退職）
被保険者数

人
区　　分 件　　数

件
日　　数

日
費　用　額

円
1件当たり費用額 

円
1人当たり費用額 

円
受診率

％

1,667,635

診
療
費

入　院 27,805 412,464 18,689,246,930 672,154 11,207 1.67
入院外 1,132,785 1,650,588 18,413,971,560 16,255 11,042 67.93
歯　科 273,967 418,938 3,599,802,510 13,140 2,159 16.43

小　　　計 1,434,557 2,481,990 40,703,021,000 28,373 24,408 86.02
調　　　剤 847,492 980,269 10,190,788,590 12,025 6,111
訪 問 看 護 10,408 76,835 941,886,210 90,496 565
食事療養費 26,434 1,072,102 741,948,641 28,068 445
合　　　計 2,292,457 2,558,825 52,577,644,441 22,935 31,528

《9月診療分》（一般＋退職）
被保険者数

人
区　　分 件　　数

件
日　　数

日
費　用　額

円
1件当たり費用額 

円
1人当たり費用額 

円
受診率

％

1,659,356

診
療
費

入　院 26,541 392,815 17,612,180,580 663,584 10,614 1.60
入院外 1,168,902 1,712,829 18,587,871,390 15,902 11,202 70.44
歯　科 290,427 453,729 3,910,745,680 13,466 2,357 17.50

小　　　計 1,485,870 2,559,373 40,110,797,650 26,995 24,173 89.54
調　　　剤 864,676 996,327 10,118,452,760 11,702 6,098
訪 問 看 護 10,526 76,002 934,436,980 88,774 563
食事療養費 25,191 1,022,756 707,662,990 28,092 426
合　　　計 2,361,072 2,635,375 51,871,350,380 21,969 31,260

《10月診療分》（一般＋退職）
被保険者数

人
区　　分 件　　数

件
日　　数

日
費　用　額

円
1件当たり費用額 

円
1人当たり費用額 

円
受診率

％

1,652,141

診
療
費

入　院 27,648 404,140 18,785,668,280 679,458 11,370 1.67
入院外 1,225,612 1,850,272 19,954,630,550 16,281 12,078 74.18
歯　科 302,625 487,864 4,162,608,370 13,755 2,520 18.32

小　　　計 1,555,885 2,742,276 42,902,907,200 27,575 25,968 94.17
調　　　剤 912,535 1,076,730 10,745,633,650 11,776 6,504
訪 問 看 護 10,451 79,988 944,438,320 90,368 572
食事療養費 26,237 1,046,190 724,180,280 27,601 438
合　　　計 2,478,871 2,822,264 55,317,159,450 22,315 33,482

診療（調剤）報酬実績【国民健康保険】

※件数の合計に食事療養費は含まない　　※日数の合計に調剤・食事療養費は含まない

【保険者別1人当たり費用額（一般＋退職）】　※ 1 人当たり費用額とは、医療費用総額を被保険者数で除したものである。

【保険者別受診率（一般＋退職）】　※ 受診率とは、一定期間内に医療機関にかかった人の割合を表し、当該月の診療報酬明細書（レセプト）枚数
を当該月末の被保険者数で除したものである。

受診率（％）

8月診療分 9月診療分 10月診療分

8月診療分 9月診療分 10月診療分
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国保連発信

（令和6年8月審査分）
種　　類 　　 件　　数 （件） 　  　費 用 額 （円） 　　介護給付費 （円） 　  利用者負担額 （円） 　   公費負担額 （円）

訪 問 通 所 サ ー ビ ス 449,524 21,595,511,611 19,046,259,686 1,993,242,248 556,009,677
短 期 入 所 サ ー ビ ス 19,138 2,138,121,068 1,813,011,213 313,237,934 11,871,921
居 宅 療 養 管 理 指 導 218,730 1,858,968,560 1,633,908,382 172,130,109 52,930,069
地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 75,161 11,285,467,219 9,986,467,041 1,087,371,997 211,628,181
特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 27,184 6,566,586,881 5,698,689,569 839,276,533 28,620,779
居 宅 介 護 支 援 242,965 3,428,207,840 3,428,207,840 0 29,764,373
施 設 サ ー ビ ス 58,727 21,966,340,516 18,539,696,517 3,265,889,161 160,754,838
市 町 村 特 別 給 付 64 390,290 351,261 39,029 0
合 　 　 計 1,091,493 68,839,593,985 60,146,591,509 7,671,187,011 1,051,579,838

《8月診療分》
被保険者数

人
区　　分 件　　数

件
日　　数

日
費　用　額

円
1件当たり費用額 

円
1人当たり費用額 

円
受診率

％

1,323,463

診
療
費

入　院 64,467 1,011,015 43,776,297,890 679,050 33,077 4.87
入院外 1,643,659 2,593,295 29,536,454,580 17,970 22,318 124.19
歯　科 310,328 495,482 4,192,728,460 13,511 3,168 23.45

小　　　計 2,018,454 4,099,792 77,505,480,930 38,398 58,563 152.51
調　　　剤 1,289,691 1,573,943 15,709,708,410 12,181 11,870
訪 問 看 護 11,409 116,717 1,656,016,555 145,150 1,251
食事療養費 60,552 2,425,575 1,718,917,628 28,387 1,299
合　　　計 3,319,554 4,216,509 96,590,123,523 29,097 72,983

《9月診療分》
被保険者数

人
区　　分 件　　数

件
日　　数

日
費　用　額

円
1件当たり費用額 

円
1人当たり費用額 

円
受診率

％

1,327,896

診
療
費

入　院 62,403 964,698 41,724,014,910 668,622 31,421 4.70
入院外 1,715,594 2,727,433 30,099,033,880 17,544 22,667 129.20
歯　科 337,876 552,932 4,721,882,640 13,975 3,556 25.44

小　　　計 2,115,873 4,245,063 76,544,931,430 36,177 57,644 159.34
調　　　剤 1,323,895 1,602,482 16,679,998,120 12,599 12,561
訪 問 看 護 11,381 114,592 1,630,831,010 143,294 1,228
食事療養費 58,287 2,314,070 1,640,774,161 28,150 1,236
合　　　計 3,451,149 4,359,655 96,496,534,721 27,961 72,669

《10月診療分》
被保険者数

人
区　　分 件　　数

件
日　　数

日
費　用　額

円
1件当たり費用額 

円
1人当たり費用額 

円
受診率

％

1,332,065

診
療
費

入　院 65,202 996,949 44,324,769,730 679,807 33,275 4.89
入院外 1,787,489 2,938,274 32,296,253,020 18,068 24,245 134.19
歯　科 357,916 605,846 5,159,235,300 14,415 3,873 26.87

小　　　計 2,210,607 4,541,069 81,780,258,050 36,994 61,394 165.95
調　　　剤 1,382,550 1,713,187 17,641,873,630 12,760 13,244
訪 問 看 護 11,205 117,218 1,609,030,035 143,599 1,208
食事療養費 61,069 2,374,022 1,685,241,908 27,596 1,265
合　　　計 3,604,362 4,658,287 102,716,403,623 28,498 77,111

（令和6年9月審査分）
種　　類 　　 件　　数 （件） 　  　費 用 額 （円） 　　介護給付費 （円） 　  利用者負担額 （円） 　   公費負担額 （円）

訪 問 通 所 サ ー ビ ス 446,262 21,072,830,183 18,591,010,423 1,933,758,219 548,061,541
短 期 入 所 サ ー ビ ス 19,306 2,157,873,050 1,832,053,278 314,209,013 11,610,759
居 宅 療 養 管 理 指 導 215,954 1,814,483,480 1,594,752,463 167,358,516 52,372,501
地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 73,677 10,976,453,361 9,715,879,527 1,050,123,481 210,450,353
特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 26,746 6,458,144,071 5,604,189,444 821,013,982 32,940,645
居 宅 介 護 支 援 242,812 3,432,285,257 3,432,285,257 0 29,577,085
施 設 サ ー ビ ス 56,742 21,259,304,180 17,945,232,774 3,168,915,909 145,155,497
市 町 村 特 別 給 付 39 249,260 224,334 24,926 0
合 　 　 計 1,081,538 67,171,622,842 58,715,627,500 7,455,404,046 1,030,168,381

（令和6年10月審査分）
種　　類 　　 件　　数 （件） 　  　費 用 額 （円） 　　介護給付費 （円） 　  利用者負担額 （円） 　   公費負担額 （円）

訪 問 通 所 サ ー ビ ス 452,536 20,816,765,054 18,347,549,966 1,937,590,392 531,624,696
短 期 入 所 サ ー ビ ス 19,512 2,162,736,905 1,832,399,195 318,879,959 11,457,751
居 宅 療 養 管 理 指 導 222,236 1,866,942,510 1,639,890,148 174,188,527 52,863,835
地 域 密 着 型 サ ー ビ ス 74,650 10,901,906,243 9,639,616,433 1,063,739,604 198,550,206
特 定 施 設 入 居 者 生 活 介 護 27,139 6,364,127,067 5,515,621,538 818,987,699 29,517,830
居 宅 介 護 支 援 245,110 3,459,336,170 3,459,336,170 0 29,928,329
施 設 サ ー ビ ス 59,243 21,608,219,672 18,196,283,296 3,260,010,181 151,926,195
市 町 村 特 別 給 付 57 354,110 318,699 35,411 0
合 　 　 計 1,100,483 67,180,387,731 58,631,015,445 7,573,431,773 1,005,868,842

介護給付費の状況

診療（調剤）報酬実績【後期高齢者医療】

※件数の合計に食事療養費は含まない　　※日数の合計に調剤・食事療養費は含まない
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（
砂
防
会
館
）

18
日

柔
道
整
復
施
術
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）

19
日

理
事
会

（
国
保
会
館
）

19
日

療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）

19
日

介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

20
日

診
療
報
酬
審
査
委
員
会
（
〜
25
日
）

（
国
保
会
館
）

21
日

介
護
給
付
費
等
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）

23
日

健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ェ
ア
か
な
が
わ
2
0
2
4
（
ク
イ
ー
ン
ズ
ス
ク
エ
ア
）

26
日

介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

27
日

定
例
検
査

（
国
保
会
館
）

3
日

介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

10
日

介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

12
日

保
険
料
（
税
）
徴
収
実
務
初
任
者
研
修
会
（
職
員
キ
ャ
リ
ア
開
発
支
援
セ
ン
タ
ー
）

17
日

柔
道
整
復
施
術
療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）

17
日

介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

18
日

療
養
費
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）

18
日

診
療
報
酬
審
査
委
員
会
（
〜
23
日
）

（
国
保
会
館
）

19
日

介
護
給
付
費
等
審
査
委
員
会

（
国
保
会
館
）

24
日

介
護
サ
ー
ビ
ス
苦
情
処
理
委
員
会

（
国
保
会
館
）

12月 11月

保険者事務電算共同処理委員会 運営協議会 関東甲信静地区国保診療施設協議会

健康チャレンジフェアかながわ2024保険料（税）徴収実務初任者研修会





契

約

番

号

契

約

区

分

契

約

名

称

契

約

先

名

称

担

当

者

締

結

日

終

了

日

22040001 リース セキュリティソフト50ライセンス 〇〇商事 鈴木 2022/4/1 2022/4/30

22040002 売買 ホームページ年間保守 △△物産 田中 2022/4/1 2022/6/30

22040003 派遣 △〇システム保守業務 △△物産 田中 2022/4/1 2022/9/30

22040004 派遣 △〇システム保守業務 △△物産 田中 2022/4/1 2022/9/30

22040005 請負 ＥＣサイト構築 〇△食品 佐藤 2022/4/1 2023/3/31

22040006 派遣 〇□システム開発業務 □□工業 鈴木 2022/4/15 2022/6/30

22040007 派遣 〇□システム開発業務 □□工業 鈴木 2022/4/15 2022/9/30

22040008 派遣 〇□システム開発業務 □□工業 鈴木 2022/4/15 2022/9/30

22040009 リース 業務用ノートパソコン　３０台 □〇高校 佐藤 2022/5/1 2022/6/30

22040010 派遣 〇〇システム開発業務 △〇システム 高橋 2022/5/1 2022/6/30

22040011 派遣 〇〇システム開発業務 △〇システム 高橋 2022/5/1 2022/6/30

22040012 請負 □□ＷＥＢシステム開発業務 □△ソリューション 田中 2022/5/1 2022/7/31↓

Excel形式の
一覧から

該当データを
検索できます

SatuSC
ANペーパ

ーレスか
ら始め

るDX

C r e a t e  a  f u t u r e  w i t h  y o u

https://yokohamadensan.com/
横浜市西区楠町4番地７横浜楠町ビル8階

TEL:045-311-7581
ビジネスソリューション部

E-MAIL:eigyou@yokohamadensan.co.jp

事務所や机を
占領する書類を
電子化

しませんか？
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今後の予定

1月 15日 徴収実務管理者研修 職員キャリア開発支援センター（神奈川県共催）
20日 保険料（税）収納実務中堅者研修 職員キャリア開発支援センター（神奈川県共催）
21日 広報委員会 ハイブリッド開催
24日 神奈川県国保診療施設運営連絡協議会・診療施設部会 神奈川県国保会館

2月 4日 運営協議会 神奈川県国保会館
19日 理事会 神奈川県国保会館
21日 神奈川県国民健康保険運営協議会会長等協議研修 ハイブリッド開催
28日 通常総会 神奈川県国保会館

お問い合わせ先 保健事業課　保健事業係　　TEL 045-329-3462（直通）

シナリオ
1．演目：「家族みんなで骨元気！」（骨粗しょう症）
2．演目：「あなたの血管、元気？」（動脈硬化）
3．演目：「特定健診、受けて知ろう自分のからだ
　　　　　　　　　　　　　　―転ばぬ先の健康チェック！―」
　　　　　①主婦編　②自営業の主人編　③子育て中のママ編
4．演目：「糖尿病予備群。脱出、成功！！」（糖尿病）
※詳しくは「いちょうの会」ホームページをご覧ください

健 康 劇 健 康 劇 （健康まつり事業等支援事業）（健康まつり事業等支援事業）

　

北
海
道
帯
広
市
に
あ
る
帯
広
競
馬
場
で
開
催
し
て
い
る

「
ば
ん
え
い
競
馬
」（
世
界
で
唯
一
こ
こ
だ
け
で
開
催
）
を

観
戦
す
る
ツ
ア
ー
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
ば
ん
え
い
競
馬
」
と
は
、
平
地
競
走
馬
の
レ
ー
ス
と

は
違
い
、
コ
ー
ス
は
直
線
2
0
0
ｍ
で
コ
ー
ス
内
に
上
下

坂
道
の
障
害
物
が
2
つ
あ
り
、
フ
ル
ゲ
ー
ト
で
10
頭
の
ば

ん
馬
が
競
い
合
う
レ
ー
ス
で
す
。
ば
ん
馬
の
体
重
は
1
ｔ

を
超
え
、
重
り
を
の
せ
た
鉄
そ
り
（
4
8
0
kg
か
ら
1
ｔ

前
後
）
に
騎
手
が
乗
り
、
単
に
ス
ピ
ー
ド
を
競
う
だ
け
で

は
な
く
、
パ
ワ
ー
・
持
久
力
も
競
い
合
う
た
め
、
と
っ
て

も
迫
力
が
あ
り
ま
す
。

　

レ
ー
ス
前
は
パ
ド
ッ
ク
に
行
き
、
ば
ん
馬
を
近
く
で
観

察
し
馬
券
を
購
入
。
一
番
見
応
え
が
あ
る
ゴ
ー
ル
直
前
の

2
つ
目
の
障
害
物
（
高
さ
1
・
6
ｍ
、
長
さ
16
ｍ
の
勾
配

が
き
つ
い
坂
道
）
か
ら
ゴ
ー
ル
近
く
で
観
戦
し
ま
し
た
。

　

レ
ー
ス
が
始
ま
り
ま
し
た
。
障
害
物
で
は
重
い
鉄
ソ
リ
を

引
い
て
い
る
た
め
、
な
か
な
か
登
れ
ず
苦
戦
し
て
い
る
様
子
、

必
死
な
ば
ん
馬
の
姿
に
観
客
み
ん
な
で
声
援
し
ま
し
た
。

　

結
果
、
珍
し
く
購
入
し
た
ば
ん
馬
が
一
番
に
ゴ
ー
ル
し

た
レ
ー
ス
が
あ
り
う
れ
し
か
っ
た
反
面
、
一
番
人
気
の
ば

ん
馬
を
購
入
し
た
レ
ー
ス
は
、
パ
ド
ッ
ク
で
も
気
合
が
入
っ

て
お
り
、
勝
手
に
一
番
人
気
だ
し
当
た
る
!!
な
ん
て
期
待

し
て
い
た
ら
、
ま
さ
か
!?
障
害
物
を
登
っ
て
い
る
途
中
で

止
ま
り
、
そ
の
ま
ま
動
か
ず
レ
ー
ス
が
終
了
。
そ
の
ば
ん

馬
を
推
し
て
い
る
人
た
ち
の
が
っ
か
り
す
る
声
が
各
方
面

か
ら
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。（
私
も
そ
の
一
人
で
す
。）

3
レ
ー
ス
を
観
戦
し
、
す
べ
て
一
番
人
気
の
ば
ん
馬
は

1
着
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。（
ほ
ん
と
予
想
が
難
し
い
）

　

ゴ
ー
ル
す
る
ま
で
ハ
ラ
ハ
ラ
・
ド
キ
ド
キ
、
世
界
で
唯

一
の
貴
重
な
レ
ー
ス
「
ば
ん
え
い
競
馬
」
を
観
戦
に
行
っ

て
良
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
機
会
が
あ
れ
ば
ま
た
行
き
た

い
で
す
。

　本会では、保険者を支援する保健事業として健康劇（健康まつり事業等支援事業）があります。
　神奈川県在宅保健師会「いちょうの会」の“いちょう座”が上演しており、住民の方々に寸劇をとお
して健康教育を行うことを目的としております。シナリオは、全6作品です。
　興味のある保険者は本会保健事業課までお問い合わせください。

特定健診、受けて知ろう自分のからだ
―転ばぬ先の健康チェック！―



健康測定機器等の貸出のご案内
　本会では国保保険者の皆さまを対象に（※）健康測定機器等の貸出事業を無償でおこなっ
ております。健康まつり、健康教育等の機会で是非ご活用ください。
※国保主管課及び健康づくり主管課のみ対象です。

●お申し込み●
国保連合会ホームページ『国保保険者のみなさまへ』から「健康測定機器等の貸出状況」
で空き状況を確認し、国保連合会保健事業係に電話で仮予約をおこなってください。
※貸出は6カ月前から仮予約できます。（『国保保険者のみなさまへ』にはID・パスワードが必要です）
ホームページアドレス

●お問い合わせ先●
保健事業課　保健事業係　045-329-3462（直通）
Eメールアドレス　hoken@kanagawa-kokuho.or.jp

https://www.kanagawa-kokuho.or.jp

今回ご紹介する機器は「一酸化炭素濃度測定器」

●体験者の感想●

これをきっかけに、
たばこの本数を
意識してみます。

タバコの煙に含まれる200種類の有害物質の一つである一酸化炭素をどのくらい
体内に取り込んでいるか濃度測定します。

結 果

測 定
測定結果の見方
「ノンスモーカー」から、
「超ヘビースモーカー」まで
5段階に判定

今回体験するのは、
毎日たばこを吸っている
本会職員のM・Kさん！

ふうっ
～

マウスピースを
しっかりとくわ
え、息を約20秒
間ゆっくり吐き
ます。

ライトスモーカー

8ppm
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